
コクピットの作成                                             ２０１９．２．１８ 

壁面、計器盤 2 個、座席 2 個を切り離します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計器盤を取り付けてから座席を取り付け、壁面で囲みます。 
 
 
 
 
 
 
 

胴体の作成 

胴体は前部、中間部、後部があり、最初に中間部と後部を接続します。 
 
 
 
 
 
中間部にコックピットを差し込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
前部を差し込んで本体の完成です。 
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尾翼は水平尾翼を取り付けてから、垂直尾翼を取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尾輪は貼り合わせてからカッターで切り出し、胴体に差し込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
風防も張り合わせてから切り出します。好みでガラス部分を切り抜いてもよいでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
エアインテークと滑油冷却器を作ります。 
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エアインテークは前部の下部、滑油冷却器は右側に付けます。 
 
                  エアインテーク 
 
 
 
                   滑油冷却器 
 
 
 

エンジン部分の作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      下 
 
エンジン位置には注意が必要です。 
排気管は長い方が進行右側で、短い方が左側です。 
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主脚の作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
脚柱を組み特殊金具に見立てて中央部に紙を巻きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
胴体に主脚、脚柱を取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイヤは内側用を３φのパイプの細い方から巻き始め、3 本を継ぎ足しながら最後にまた細い部分を巻いて 
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終わります。タイヤは黒色に塗った方がよいでしょう。最後にリムをはめます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主脚にタイヤを接着します。 
 
 
 
 
 
 
 

主翼の作り方 

上翼と下翼 2 枚を作ります。 
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下翼には上半角ガイドを使って上半角をつけます。上翼は工作の都合上、上半角はつけません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステーは、胴体と上翼を接続するものと、上翼と下翼を接続するもの、水平尾翼を支えるもの、上翼と下翼

のエルロンの連接棒があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
胴体側と下翼側につけます。 
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上翼を取り付けます。 
 
 
 
 
 
                                 エルロン連接棒 
 
 
 
 
 
 
この時、ステーの一部がゆがむ場合があるので、その場合は、ステーの長さを調整してください。 
エルロンの連接棒は長さを調整して取り付けます。 
最後に水平尾翼の支えを取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作り方がよくわからない場合は、９３式陸上中間練習機、零式小型水上偵察機の組み立て方を参考にしてく

ださい。 
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